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益
諸
家
人
名
録
』
に
記
載
が
あ
り
、

　
　

畫　

圭
明

　
　

名
孟
穉 

字
士
明 

一
號
後
素
軒

　
　

千
住
橋
戸
町　

清
水
久
左
エ
門

と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
千
住
橋
戸

町
に
暮
ら
す
清
水
家
の
人
で
あ
り
、
絵
師
と

し
て
「
圭
明
」
の
他
、「
後
素
軒
」
と
い
う

雅
号
も
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
確
認
さ
れ
る
範
囲
に
お
い
て
は
こ
れ

以
前
の
人
名
録
に
名
前
が
見
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
お
お
よ
そ
天
保
の
頃
に
絵
師
と
し

て
の
知
名
度
を
得
は
じ
め
て
、
江
戸
の
著
名

な
絵
師
、
書
家
、
学
者
な
ど
を
一
覧
す
る
人

名
録
に
名
が
掲
載
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い

た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
果
た
し
て
圭
明
が
、

坂
川
屋
鯉
隠
や
舩
津
文
渕
の
よ
う
に
商
家
・

農
家
な
ど
の
本
業
の
傍
ら
に
画
業
を
行
っ
て

い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
画
業
を
専
業
と
す
る

絵
師
だ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
人
名
録
へ
の
掲
載
は
、
絵
師
と

し
て
の
圭
明
の
認
知
が
如
何
に
広
く
及
ん
で

い
た
の
か
、
そ
の
評
価
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
前
の
歴
史
・
文
化
史
研
究
家
で

あ
る
島
田
筑
波
（
し
ま
だ 

つ
く
ば
）
が
、

坂
川
屋
鯉
隠
に
関
す
る
調
査
成
果
を
著
し

た
「
名
人
鯉
の
隠
居　

佐
可
和
鯉
隠
」（『
傳

記
』
第
二
巻
第
九
号
（
一
九
三
五
年
九
月
）

所
収
）
の
中
に
も
、
圭
明
の
名
が
現
れ
る
箇

所
が
あ
り
ま
す
。

　

島
田
筑
波
が
鯉
隠
の
素
性
を
追
跡
す
る

中
で
、
山
梨
の
真
言
宗
寺
院
、
萬
勝
寺
の
僧
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図１　関屋圭明　《「冬枯や」自画賛》
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か
と
な
り
、
千
住
の
琳
派
絵
師
、
村
越
其
栄
・

向
栄
親
子
や
、
谷
文
晁
門
下
の
舩
津
文
渕
ら

の
活
動
が
、
足
立
の
文
化
史
の
中
に
位
置
付

け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
作
品
は
確

認
さ
れ
ど
、
そ
の
他
の
記
録
・
資
料
が
断
片

的
に
し
か
確
認
さ
れ
ず
、
経
歴
や
活
動
の
実

態
が
未
だ
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
人
物
た

ち
も
未
だ
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

そ
の
一
人
と
し
て
、「
関
屋
の
里
」
と
通
ず

る
「
関
屋
」
を
号
に
冠
し
た
千
住
の
絵
師
、

関
屋
圭
明
（
せ
き
や 

け
い
め
い
、
一
八
〇

一
頃
〜
没
年
不
詳
）
に
つ
い
て
、
現
在
に
残

る
記
録
・
資
料
類
を
も
と
に
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

■
謎
の
絵
師
、
関
屋
圭
明
の
記
録　

関
屋
圭

明
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
な
活
動
実
態

に
未
詳
な
部
分
が
多
い
も
の
の
、
当
時
の
資

料
や
確
認
さ
れ
た
作
品
か
ら
、
基
礎
的
な
情

報
が
わ
か
り
ま
す
。

　

在
世
中
に
出
さ
れ
た
記
録
と
し
て
は
、
天

保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
の
『
江
戸
現
在
公

　

　

俳
人
、
建
部
巣
兆
が
千
住
の

旦
那
衆
を
中
心
と
す
る
俳
諧
連

「
千
住
連
」
を
率
い
、
酒
井
抱
一

や
谷
文
晁
ら
と
交
流
を
重
ね
た

寛
政
〜
文
化
（
一
七
八
九
〜
一

八
一
八
）
の
頃
よ
り
、
青
物
問

屋
の
主
人
で
千
住
連
の
一
員
で

　
　

も
あ
っ
た
絵
師
の
坂
川
屋
鯉
隠
を
は
じ
め
、

現
在
の
足
立
地
域
か
ら
絵
師
や
書
家
、
俳
人
、

歌
人
と
い
っ
た
文
人
や
、
芸
術
活
動
を
専
業

と
す
る
芸
術
家
た
ち
が
多
く
現
れ
て
き
ま

す
。

　

近
年
の
調
査
に
よ
り
、
そ
う
し
た
足
立
地

域
の
文
人
・
芸
術
家
の
存
在
は
着
実
に
明
ら

　

〝
関
屋
〞
を
名
乗
っ
た
絵
師
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
屋
圭
明
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足 立 史 談

が
文
政
・
天
保
頃
の
江
戸
の
書
画
名
家
を
訪

ね
て
住
居
氏
名
を
記
録
し
た
と
い
う
資
料
と

出
会
い
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
箇
所
で
、

　　
　

千
住
の
處
に
は
四
人
の
画
家
の
姓
名　

　

住
所
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

　
　

千
住
二
丁
目　

山
崎
月
窓

　
　

同
か
も
ん
宿　

佐
可
和
鯉
隠

　
　

千
住
河
原
横
道　

村
越
榮
之
助
其
栄

　
　

同
橋
戸
住　

俗
称
島
久
、
圭
明

と
、
そ
の
記
述
内
容
を
述
べ
て
お
り
千
住
の

四
人
の
画
家
の
一
人
と
し
て
圭
明
の
名
が
あ

り
ま
す
（
同
箇
所
は
『
足
立
史
談
』
第
三
三

八
号
（
一
九
九
六
年
八
月
発
行
）
に
も
収
録
）
。

天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
に
千
住
河
原
町

に
寺
子
屋
を
開
き
、
江
戸
琳
派
の
鈴
木
其
一

の
門
人
と
し
て
画
業
も
行
っ
た
村
越
其
栄
の

名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
録
も
天
保
十

一
年
以
降
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

に
よ
っ
て
圭
明
が
、
「
島
」
の
一
字
を
冠
す

る
屋
号
を
有
し
、
通
称
の
「
久
左
エ
門
」
と

合
わ
せ
て
「
島
久
」
の
俗
称
を
持
っ
て
い
た

こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
す
。

■
地
域
に
残
る
圭
明
の
作
品
と
記
録　

以
上

の
様
に
、
「
関
屋
圭
明
」
と
は
「
島
久
」
と

も
呼
ば
れ
た
千
住
橋
戸
町
の
「
清
水
久
左
エ

門
」
で
、
天
保
の
頃
に
画
名
を
確
立
し
た
絵

師
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
橋
戸
町

の
清
水
家
や
、
清
水
久
左
エ
門
の
詳
細
に
つ

い
て
触
れ
た
記
録
は
、
残
念
な
が
ら
現
在
の

と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

足
立
地
域
に
伝
来
し
た
圭
明
の
作
品
や
、
近
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も
雅
号
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
建
部

巣
兆
の
本
姓
本
名
が
「
藤
澤
平
左
衛
門
」
で

あ
る
よ
う
に
、

し
し
ゅ
く

私
淑
や
師
系
、
地
域
的
な
縁

か
ら
、
姓
か
ら
号
を
名
乗
る
こ
と
は
珍
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
千
住
の
文

人
に
は
、
そ
の
界
隈
の
名
勝
で
あ
る
「
関
屋

の
里
」
（
現
千
住
関
屋
町
付
近
か
ら
墨
田
区

墨
堤
通
二
丁
目
付
近
）
に
倣
っ
て
か
、「
関
屋
」

を
冠
す
る
文
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
例
え
ば
関
屋
の
里
に
庵
を
構
え
た
巣
兆

も
、
自
身
の
作
品
に
対
し
て
「
関
屋
巣
兆
」

と
自
署
し
た
例
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
ま
た
他

に
、
現
在
の
千
住
関
屋
町
辺
り
に
土
地
を
有

し
、
谷
文
晁
や
鈴
木
其
一
ら
と
交
友
し
た
俳

人
・
狂
歌
師
の
「
里
元
（
本
名
：
橋
本
立
）
」
も
、

関
わ
っ
た
作
品
に
は
雅
号
と
し
て
「
関
屋
」

を
冠
し
て
「
関
屋
里
元
（
せ
き
や 

り
げ
ん
）
」

と
記
述
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
「
関
屋
」
は
源
氏
物
語
の
巻

名
の
一
つ
で
あ
る
歌
枕
の
一
語
で
も
あ
り
、

地
域
の
名
と
合
わ
せ
、
千
住
の
文
人
に
と
っ

て
共
通
の
雅
語
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
圭
明
も
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
先
人
の
例
に
倣
い
、
「
関
屋
」

を
冠
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

画
業
と
俳
諧
を
行
い
、
幕
末
か
ら
明
治
に

活
動
し
た
関
屋
圭
明
は
、
千
住
の
文
人
文
化

に
お
い
て
二
つ
の
時
代
を
繋
ぐ
重
要
な
絵

師
の
一
人
で
す
。
今
後
の
調
査
を
通
し
て
、

よ
り
そ
の
作
品
と
足
跡
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

　

年
確
認
さ
れ
た
資
料
か
ら
、
今
一
歩
、
圭
明

に
つ
い
て
迫
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

圭
明
の
筆
に
よ
る
掛
軸
や
屏
風
と
い
っ
た

美
術
作
品
は
、
足
立
地
域
の
旧
家
よ
り
数
点

に
わ
た
り
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
１
に
掲

げ
た
《
「
冬
枯
や
」
自
画
賛
》
は
、
そ
の
内

の
一
点
で
、
江
戸
以
来
、
千
住
で
接
骨
医
業

を
営
む
名
倉
家
に
伝
来
し
た
圭
明
の
作
品
群

（
い
ず
れ
も
当
館
寄
贈
・
寄
託
）
の
一
つ
で
す
。

圭
明
の
師
系
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
名

倉
家
に
伝
来
し
た
作
品
は
い
ず
れ
も
、
俳
諧

と
絵
を
一
つ
の
画
面
に
描
く
俳
画
の
作
品
で
、

俳
諧
と
共
に
年
記
や
圭
明
の
年
齢
が
自
署
さ

れ
て
い
ま
す
。
《
「
冬
枯
や
」
自
画
賛
》
で
も

俳
諧
に
続
き
、
「
辛
未
秋
日　

七
十
一
翁
圭

明
」
の
署
名
（
図
２
）
が
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
、
数
え
年
を
基
準
と
し
て
享
和

元
（
一
八
〇
一
）
年
に
生
ま
れ
、
且
つ
少
な

く
と
も
七
十
一
歳
を
迎
え
た
明
治
四
（
一
八

七
一
）
年
の
頃
ま
で
は
活
動
を
続
け
て
、
名

倉
家
も
含
ん
だ
近
隣
の
文
化
活
動
に
も
参
加

し
て
い
た
と
い
う
、
圭
明
の
生
年
と
活
動
の

時
期
が
推
し
量
れ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
圭
明
と
同
時
代
の
舩
津
文
渕
が
残

し
た
記
録
は
、
圭
明
が
文
渕
ら
近
隣
地
域
の

絵
師
た
ち
と
親
し
く
交
友
を
も
っ
て
い
た
こ

と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
文
渕
は
、
嘉
永
二
（
一

八
四
九
）
年
よ
り
没
す
る
ま
で
、
日
々
の
出

来
事
を
細
か
く
日
記
（
『
菜
葊
雑
記
』
三
冊
、

　

図２　落款

「辛未秋日　

 七十一翁圭明」

明
の
本
名
は
「
清

水
久
左
エ
門
」
で

あ
り
、
「
関
屋
」
と

「
圭
明
」
は
い
ず
れ

　

当
館
寄
託
）
に
記
録
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

中
の
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
四
月
に
、

　
　

同
十
五
日　

曇
南
風
時
々
小
雨

　
　

一
、
自
分
朝
圭
明
方
へ
繪
巻
物
か
り　

　
　
　
　

ニ
行
昼
頃
帰
宅

（
註
略
、
次
五
月
）

　
　

同
七
日

　
　

一
、
自
分
出
府
朝
圭
明
立
寄

　
　
　
　

繪
巻
物
か
へ
し
松
魚
節
二
本
そ

　
　
　
　

へ
遣
ス

と
、
圭
明
の
も
と
へ
、
恐
ら
く
は
絵
画
学
習

用
で
あ
ろ
う
絵
巻
物
を
借
用
し
に
い
っ
て

い
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
す

な
わ
ち
、
圭
明
が
絵
師
と
し
て
単
独
で
行
動

し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
近
隣
地
域
の
絵
師
、

文
人
た
ち
と
深
く
交
友
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
、
圭

明
も
ま
た
、
坂
川
屋
鯉
隠
・
舩
津
文
渕
、
そ

し
て
下
谷
の
酒
井
抱
一
や
谷
文
晁
ら
が
共
に

活
動
し
た
「
千
住
の
文
人
活
動
」
の
一
人
で

あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
さ
せ
る
の
で
す
。

■
「
関
屋
」
を
名
乗
る
千
住
の
文
人　

で
は

最
後
に
、
「
関
屋
圭
明
」
の
号
に
つ
い
て
。

　

圭
明
は
作
品
に
対
し
て
「
圭
明
」
も
し
く

は
「
関
屋
圭
明
」
と
署
名
し
て
お
り
、
絵
師

と
し
て
関
屋
圭
明
の
名
乗
り
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
窺
え
ま
す
が
、
前
述
の
通
り
、
圭

　



足 立 史 談（3）第 640 号 令和 3年 6月
　

下
肥
を
多
用
し
た
農
業
が
特
徴
の
足
立

区
周
辺
で
は
、
農
家
に
と
っ
て
天
秤
棒
は
欠

か
せ
な
い
道
具
で
し
た
。
当
館
の
所
蔵
す
る

　

は
、（
１
）
木
を
突
起
と
し
て
埋
め
込
ん
で

あ
る
も
の
（
２
）
鉄
の
釘
等
を
打
っ
て
あ
る

も
の
（
３
）
木
の
突
起
の
欠
損
後
に
釘
等
を

打
ち
込
ん
で
あ
る
も
の
。
の
大
き
く
三
種
類

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
部
分
は
力
が
か
か
る
た

め
に
壊
れ
や
す
く
、（
３
）
の
形
で
処
置
を

し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、（
１
）

の
欠
損
が
そ
の
ま
ま
の
も
の
も
あ
り
、
突
起

は
不
可
欠
な
も
の
で
は
な
く
、
熟
練
者
な
ら

な
く
て
も
使
用
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
自
家
製
と
販
売
品　

天
秤
棒
は
比
較
的

簡
単
な
つ
く
り
で
、
自
家
製
す
る
地
域
も
多

い
道
具
で
す
。Ｎ
Ｏ
２
、Ｎ
０
４
の
よ
う
に
自

然
木
（
丸
太
）
を
加
工
し
た
も
の
は
、
自
家

製
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
Ｎ
Ｏ
２

は
、
手
間
の
か
か
る
木
の
突
起
の
埋
め
込
み

で
は
な
く
、
直
接
釘
が
打
ち
込
ま
れ
て
お
り
、

農
家
が
手
作
り
し
や
す
い
作
り
で
す
。『
南

足
立
郡
農
具
図
譜
』（
大
正
五
年
）
に
は
、「
代

　

価
拾
弐
銭　

糞
類
又
ハ
作
物
の
運
送
ス
ル

ニ
用
ユ
」
と
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
足
立
区
域

で
は
購
入
が
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
、
現
金
収
入
の
多
か
っ
た
近
郊

農
村
の
特
徴
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

当
館
所
蔵
の
も
の
は
全
長
は
ほ
ぼ
１
５

０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
と
く
に
Ｎ
Ｏ
３
、

Ｎ
Ｏ
６
、Ｎ
Ｏ
７
は
大
変
似
通
っ
て
い
て
、

天
秤
棒
を
製
造
販
売
す
る
「
棒
屋
（
ぼ
う
や
）」

の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
棒
屋
と
は
、
鍬
の
柄
や
荷
車
の
車

軸
な
ど
、
木
を
加
工
し
た
道
具
を
作
る
職
人

で
す
。

■
足
立
の
天
秤
棒　

天
秤
の
力
を
使
い
重

心
位
置
を
体
の
中
心
位
置
で
受
け
る
こ
と

で
運
搬
を
楽
に
す
る
も
の
で
す
が
、
同
じ
重

さ
で
あ
れ
ば
棒
が
長
く
な
る
ほ
ど
体
に
負

担
が
か
か
り
ま
す
。
肥
桶
を
両
端
か
ら
下
げ

る
と
、
一
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
人

が
入
る
間
が
空
き
ま
す
。
足
立
区
周
辺
で
の

使
用
に
丁
度
よ
い
長
さ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

反
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
ま
た
、
丸

太
に
近
い
形
態
か
ら
も
、
し
な
り
に
よ
っ
て

重
さ
を
軽
減
す
る
よ
り
、
頑
丈
で
、
し
っ
か

り
と
重
い
も
の
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
重

要
視
さ
れ
た
作
り
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取

れ
ま
す
。
行
商
の
よ
う
に
、
一
日
中
担
ぐ
長

距
離
移
動
に
用
い
る
の
で
は
な
く
、
便
所
か

ら
肥
溜
め
、
田
畑
、
荷
車
ま
で
と
い
っ
た
数

百
メ
ー
ト
ル
と
い
っ
た
比
較
的
短
い
距
離
の

間
で
、
重
い
物
を
運
ぶ
の
に
適
し
た
作
り
に

工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
　
郷
土
博
物
館
学
芸
員
　
荻
原
ち
と
せ

　

天
秤
棒
か
ら
そ
の
特
徴
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。

■
形
態
の
特
徴　

天
秤
棒
は
、
肩
に
当
た
る

中
央
部
が
最
も
太
く
、
両
端
に
い
く
に
し
た

が
っ
て
細
く
な
る
紡
錘
形
を
し
て
い
ま
す
。

肩
に
当
た
る
部
分
に
面
を
取
る
こ
と
で
重

量
の
負
担
を
減
ら
そ
う
と
す
る
工
夫
が
見

て
取
れ
ま
す
。
両
端
か
ら
５
〜
３
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
、
荷
物
の
縄
の
滑
り

止
め
に
突
起
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

　

【写真上】木の突起のあるもの（元の状態）

【写真下】木の突起の欠損跡に釘を打ったもの

　　　　（くの字に曲げてある）

あ
だ
ち
民
具
図
典
⑥

　
　
天
秤
棒
（
二
）

単位 cm
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今
回
は
、
小
沼
播
磨
守
が
鋳
造
し
た
西

門
寺
（
舎
人
二

―

三
―

四
）
の
半
鐘
（
足

立
区
登
録
有
形
文
化
財
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
西
門
寺　

西
門
寺
は
舎
人
地
域
の
名
刹

で
、
浄
土
宗
寺
院
で
す
。
南
北
朝
時
代
の

永
和
三
年
（
一
三
七
七
）
に
、
開
山
し
た

と
伝
わ
り
ま
す
。
『
徳
川
実
記
』
に
は
、
二

代
将
軍
秀
忠
や
三
代
将
軍
家
光
が
舎
人
へ

鷹
狩
に
訪
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
当

寺
も
徳
川
将
軍
家
と
ゆ
か
り
が
深
く
、
家

光
の
位
牌
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

■
舎
人
宿　

舎
人
宿
は
、
赤
山
道
沿
い
に

存
在
し
た
宿
場
で
、
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）

に
は
幕
府
が
千
住
か
ら
舎
人
ま
で
の
人
馬

　

後
の
混
乱
の
中
で
新
潟
県
糸
魚
川
市
の
善

導
寺
の
も
と
へ
わ
た
り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
の
郷
土
史
研
究
雑
誌
『
越
佐
研

究
』
に
地
元
中
学
校
の
楯
英
雄
・
永
原
四

郎
両
教
諭
が
半
鐘
の
存
在
を
紹
介
し
た
と

こ
ろ
、
品
川
区
在
住
の
相
澤
悦
二
氏
の
目

に
留
ま
り
、
相
澤
氏
が
足
立
区
に
連
絡
し

し
た
こ
と
で
話
が
進
展
し
、
善
導
寺
の
ご

厚
意
に
よ
り
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）

に
西
門
寺
に
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
例
と
そ
っ
く
り
な
ニ
ュ
ー
ス
が

昨
年
末
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
川
崎
市
の

教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、
戦
時
中
に
供
出

さ
れ
た
半
鐘
が
静
岡
県
で
発
見
さ
れ
、
「
小

沼
播
磨
守
」
の
名
前
が
読
み
取
れ
た
こ
と
、

そ
し
て
市
内
の
遍
照
寺
の
も
の
だ
っ
た
こ

と
が
判
明
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
結
果
、

半
鐘
は
遍
照
寺
に
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

　　

西
門
寺
の
半
鐘
は
、
文
化
財
の
大
切
さ

を
知
る
先
人
た
ち
の
ご
厚
意
と
ご
尽
力
に

よ
り
里
帰
り
を
果
た
し
、
現
在
も
大
切
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
も
先
人
に
学
び
、

今
後
も
文
化
財
を
大
切
に
守
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

　

香
取
秀
真
『
日
本
鋳
工
史
稿
』
（
甲
寅
叢

　

書
刊
行
所
、
大
正
三
年
）

　

相
澤
悦
二
「
西
門
寺
の
半
鐘
現
存
」（
『
足

　

立
史
談
』
一
八
号
、
昭
和
四
四
年
）

　

羽
田
栄
太
「
西
門
寺
」
（
『
足
立
区
文
化

　

財
調
査
報
告
書
』
一
二
、
昭
和
五
三
年
）

　
　
　
（
文
化
財
係
学
芸
員
　
佐
藤
貴
浩
）

　 

継
立
の
賃
銭
を
定
め
て
お
り
、
交
通
の
要

衝
で
し
た
。
江
戸
時
代
後
半
に
は
六
斎
市

が
立
っ
て
お
り
、
繫
栄
し
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
ま
す
。

■
西
門
寺
半
鐘　

半
鐘
（
は
ん
し
ょ
う
）

と
は
、
文
字
通
り
梵
鐘
の
半
分
程
度
の
大

き
さ
の
鐘
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

西
門
寺
の
半
鐘
は
、
元
禄
十
三
年
（
一

七
〇
〇
）
二
月
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
で
、

総
高
六
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
口
径
三
七
．

七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
全
体
の
形
も

よ
く
整
っ
た
名
品
で
す
。
現
在
は
本
堂
に

吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
足
立
郡
舎
人
町
西
門
寺
新
掛
半
鐘
銘
併

序
」
と
い
う
文
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
鐘
の

功
徳
や
鋳
造
の
趣
旨
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
「
舎
人
町
」
と
彫
ら
れ
て

い
る
点
も
注
目
さ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
に

区
内
で
町
と
表
記
さ
れ
た
の
は
「
千
住
町
」

　

取
秀
真
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
小
沼
播
磨

守
は
古
代
か
ら
鋳
物
の
産
地
と
し
て
知
ら

れ
る
下
野
国
天
命
（
栃
木
県
佐
野
市
）
か

ら
徳
川
家
康
が
招
い
た
と
伝
え
ら
れ
、
重

政

―

正
永

―

長
政
と
続
い
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
現
存
作
品
が
少
な
い
た
め
詳
細

な
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
筆
者
が

調
べ
た
限
り
で
は
、
現
存
作
品
は
左
の
表

の
通
り
と
な
り
ま
す
。

　

西
門
寺
の
半
鐘
は
「
小
沼
播
磨
守
」
と

し
か
彫
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
作
品
の
編

年
か
ら
す
る
と
、
正
永
の
作
品
の
可
能
性

が
高
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

後
述
の
№
５
以
外
は
い
ず
れ
も
各
自
治

体
の
文
化
財
指
定
・
登
録
を
受
け
て
お
り
、

西
門
寺
半
鐘
も
数
少
な
い
小
沼
播
磨
守
の

現
存
作
品
と
し
て
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

■
文
化
財
の
里
帰
り　

西
門
寺
の
半
鐘
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
金
属
不
足
の
際
、

国
に
供
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
西
門
寺

か
ら
去
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
半
鐘
は
幸
い
に
も
鋳
潰
し
を
免
れ
、
戦

　

と
「
舎
人
町
」
の
み
で

し
た
。

■
小
沼
播
磨
守　

香

　

は
い
、
文
化
財
係
で
す

㉘

西
門
寺
半
鐘

　

―

小
沼
播
磨
守
作
の
名
品

―

作
者
銘

正
永

正
永

播
磨
守

正
永

播
磨
守

長
政

長
政

長
政

№１２３４５６７８

　
　
　 
制
作
年

延
宝
八
年　

（
一
六
八
〇
）

元
禄
四
年　

（
一
六
九
一
）

元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）

宝
永
元
年　

（
一
七
〇
四
）

正
徳
元
年　

（
一
七
一
一
）

正
徳
二
年　

（
一
七
一
二
）

享
保
二
年　

（
一
七
一
七
）

享
保
五
年　

（
一
七
二
〇
）

　
　
　 
所
在
地

宝
幢
院
（
茨
城
県
行
方
市
）

聖
天
院
（
埼
玉
県
日
高
市
）

西
門
寺
（
東
京
都
足
立
区
）

勝
福
寺
（
神
奈
川
県
小
田
原
市
）

遍
照
寺
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

西
應
寺
（
東
京
都
新
宿
区
）

阿
弥
陀
寺
（
福
島
県
郡
山
市
）

浅
草
寺
（
東
京
都
台
東
区
）

種
類

梵
鐘

梵
鐘

半
鐘

水
鉢

半
鐘

梵
鐘

梵
鐘

仏
像
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